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読
売
新
聞
国
際
部
次
長

竹
内
誠
一
郎

 

「
西
側
の
少
数
の
先
進
国
が
他
国
の
内
政
に
好
き
勝
手
に
干
渉
し
、

世
界
的
な
事
柄
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
時
代
は
す
で
に
過
去
の
も
の

だ
」（
五
月
二
〇
日
、
中
国
外
務
省
報
道
官
談
話
）

 「（
中
国
が
一
八
～
一
九
日
に
主
催
し
た
）西
安
の
中
央
ア
ジ
ア
五
ヵ

国
と
の
首
脳
会
議
は
多
国
間
主
義
の
清
流
を
注
ぎ
入
れ
、
広
島
に
お

け
る
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
地
政
学
的
政
治
の
汚
水
を
排
出
し
た
」（
五

月
一
九
日
付
中
国
共
産
党
機
関
紙
傘
下
の
環
球
時
報
社
説
）

　

中
国
政
府
と
官
製
メ
デ
ィ
ア
が
展
開
し
た
Ｇ
７
の
枠
組
み
に
対
す

る
激
し
い
批
判
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。
二
一
日
に
は
孫
衛
東
外
交
部
副

部
長
が
垂
秀
夫
日
本
大
使
を
呼
び
出
し
、
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
声
明
な

ど
の
内
容
が
「
内
政
に
粗
暴
に
干
渉
し
て
い
る
」
と
抗
議
し
た
。

　

中
国
が
特
に
反
応
し
た
、「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性
」

に
触
れ
た
首
脳
声
明
の
文
言
は
、
過
去
二
年
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
も

言
及
し
て
い
た
。
中
国
政
府
関
係
者
は
筆
者
に
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果

文
書
の
内
容
は
「
想
定
の
範
囲
内
だ
っ
た
」
と
明
か
す
。

　

東
・
南
シ
ナ
海
情
勢
へ
の
言
及
は
も
ち
ろ
ん
、「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
（
切
り
離
し
）
で
は
な
く
デ
リ
ス
キ
ン
グ
（
リ
ス
ク
低
減
）
で
対

中
依
存
度
を
下
げ
る
」
と
し
た
経
済
安
全
保
障
上
の
対
中
方
針
も
、

事
前
の
欧
州
側
の
発
言
を
み
れ
ば
自
明
だ
っ
た
。
同
関
係
者
に
よ
る

と
、
警
戒
し
て
い
た
の
は
、
台
湾
に
対
す
る
中
国
の
軍
事
的
威
圧
に

対
し
て
「
Ｇ
７
が
結
束
し
て
行
動
を
取
る
か
ど
う
か
」
だ
っ
た
と
い

う
。

た
け
う
ち　

せ
い
い
ち
ろ
う　

一
九
九
六
年
読
売

新
聞
入
社
。
二
〇
〇
六
～
〇
八
年
、
一
三
～
一
五
年
、

一
七
年
か
ら
北
京
特
派
員
、
一
八
～
二
〇
年
中
国
総

局
長
。
〇
八
～
〇
九
年
に
は
香
港
特
派
員
、
一
二
～

一
三
年
に
瀋
陽
特
派
員
も
務
め
る
。主
に
中
国
政
治
、

軍
事
報
道
を
担
当
。
二
〇
年
一
〇
月
か
ら
国
際
部
デ

ス
ク
。
著
書
に
『
習
近
平
の
密
約
』（
共
著
）
な
ど
。

「
責
任
あ
る
大
国
」突
き
つ
け
ら
れ
た
ジ
レ
ン
マ

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト 

世
界
は
ど
う
見
る 

中
国
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ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
電
撃
訪
日
を
黙
殺

　

中
国
が
、
過
去
二
回
を
上
回
る
激
し
い
対
応
を
取
る
ほ
ど
、
い
ら

だ
ち
を
募
ら
せ
る
「
想
定
外
」
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
に
よ
る
電
撃
参
加
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

訪
日
は
、
キ
ー
ウ
を
訪
問
し
た
李
輝
ユ
ー
ラ
シ
ア
事
務
特
別
代
表

の
表
敬
を
受
け
た
直
後
だ
っ
た
。
中
国
の
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
は
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
の
空
路
で
中
国
の
領
空
を
通
過
し
た
と
伝
え
て

お
り
、
中
国
側
に
事
前
通
告
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

　

だ
が
、
官
製
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ほ
ぼ
黙
殺
し
、
外
交

部
報
道
官
も
二
二
日
の
定
例
会
見
で
直
接
の
論
評
を
避
け
た
。

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
広
島
で
中
国
は
批
判
し
な
か
っ
た
が
、
ロ
シ

ア
軍
の
完
全
撤
退
、
全
領
土
の
返
還
を
求
め
る
「
一
〇
項
目
の
和
平

案
」
を
主
張
し
た
。
中
国
は
、
ロ
シ
ア
に
も
寄
り
添
う
「
一
二
項
目

の
提
案
」
の
存
在
感
が
い
っ
そ
う
薄
ま
る
格
好
と
な
っ
た
が
、
仲
裁

に
乗
り
出
し
た
手
前
、
批
判
も
評
価
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

一
方
、
中
ロ
の
在
日
本
大
使
館
は
開
幕
前
日
の
一
八
日
、
呉
江
浩

大
使
と
オ
ベ
チ
コ
臨
時
代
理
大
使
が
会
談
し
、
Ｇ
７
が
「
中
ロ
を
攻

撃
し
、
虚
偽
情
報
を
広
め
て
い
る
」
と
の
主
張
で
一
致
し
た
と
発
表

し
た
。
米
欧
か
ら
の
圧
力
に
対
し
、
対
抗
軸
を
誇
示
し
た
形
だ
。

　

と
は
い
え
、
中
国
で
も
、
侵
略
戦
争
の
泥
沼
に
あ
る
ロ
シ
ア
と

の
連
帯
は
「
割
に
合
わ
な
い
」（
政
府
系
研
究
者
）
と
の
声
が
あ
る
。

中
国
は
、
首
脳
声
明
が
突
き
つ
け
た
侵
略
停
止
、
無
条
件
撤
退
と
い

う
対
ロ
圧
力
要
求
に
は
公
式
に
反
応
せ
ず
、「
対
話
と
協
議
を
通
じ

て
政
治
的
に
解
決
す
べ
き
だ
」
と
の
一
般
論
を
述
べ
る
ば
か
り
だ
。

「
責
任
」
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ

　

米
国
主
導
の
国
際
秩
序
に
反
発
す
る
中
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
中
東
へ
の
関
与
も
強
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
年
三
月
、
イ
ラ
ン
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
国
交
正
常
化
を
仲
介

し
た
こ
と
は
「
習
近
平
政
権
三
期
目
発
足
以
来
、最
大
の
外
交
成
果
」

（
中
国
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
）
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
経
済
力
を
背
景
に
し
た
影
響
力
拡
大
と
い
う
手
法
か
ら
踏

み
出
し
、
歴
史
や
宗
教
、
人
種
な
ど
が
絡
む
複
雑
な
地
域
政
治
に
深

く
関
与
す
れ
ば
、
両
当
事
国
の
板
挟
み
状
態
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
と
同
様
、
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

中
国
の
あ
る
中
東
研
究
者
か
ら
は
、こ
う
い
う
指
摘
も
あ
る
。「
イ

ラ
ン
・
サ
ウ
ジ
関
係
が
今
後
も
安
定
を
保
つ
保
証
は
な
い
。
中
国
政

府
が
問
題
を
簡
単
に
考
え
て
い
な
い
か
、
そ
れ
が
心
配
だ
」。

 

「
責
任
あ
る
大
国
」
を
標
榜
し
て
も
、
そ
れ
を
果
た
す
た
め
の
信
望

と
指
導
力
は
備
わ
っ
て
い
る
の
か
。
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
中
国
に
、
Ｇ

７
か
ら
の
厳
し
い
視
線
だ
け
で
な
く
ジ
レ
ン
マ
も
突
き
つ
け
た
。
●




